
 

 

 

 

 

 
◇お客様ご紹介  

前橋西ＲＣ 出席奨励委員長 板垣 正夫 様 

      副会場監督   石井 國雄 様 

◇記念品贈呈  

 結婚祝 山田昇一会員、岡崎政夫会員、 

塩谷勝利会員、大澤栄一郎会員、 

設楽守廣会員、廣山悟会員 

 誕生日祝 狩野朋丸会員、塚田憲利会員、 

山田光揮会員、上野宏史会員、 

田中伸志会員 

◇ニコニコＢＯＸ 前橋西ＲＣ石井國雄様、板垣正夫様、 

岡崎政夫会員、田中伸志会員、 

廣山悟会員、塩谷勝利会員、 

大澤栄一郎会員、廣木晴久会長、 

上村哲郎会員、塚田憲利会員、 

芝入富士夫会員  

◇幹事報告 上村 幹事  

◇委員会報告  親睦委員会 田中伸志委員長 

        野球部   塚田憲利会員 

        ゴルフ部  川口武志会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇会長の時間 「最近のニュース」 

前回、インターシティミーティング（IM）でしたので、休会を挟んで３週間振りの通常例会です。

IM では多くの皆様にご協力をいただき無事に終了できましたこと深く感謝申し上げます。川口実

行委員長、そして発表の塩谷会長エレクト、亦野委員長、司会の小野会員、田中会員をはじめとす

る前橋北ＲＣの皆様、大変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

ミーティングは他クラブの奉仕プログラムを聞けたことと、前橋北ＲＣも親睦だけではなく、奉

仕活動も行っていることをしっかり伝えられたことは非常に有意義な時間だったと思います。ま

た、急に振られたパストガバナーの話もとても参考になるものだったと思います。カバナーになら

れる方はやっぱりどこか違うなと感心しました。懇親会も前橋北ＲＣの良さが発揮できて、とても

楽しく友情を深められたことと思います。 

最近のニュースで一番関心が有ったものは、弊社も大林組の工事を請け負うこともあり、同業者

が被災した、昨年９月、ＪＲ東京駅近くのビル建設現場で鉄骨の梁が落下し、作業員５人が死傷し

た事故のことでした。クレーンでつり上げていた鉄骨の梁を別の梁にボルトで仮設置する作業中と

ありましたが、実際には 5 本目の梁を仮設置が終わり、梁を吊っている吊り治具を外した後に、

重さの合計が約５０トンの鉄骨５本が７階部分から約２０メートル下の３階床部分に崩落し、２次

下請けの男性５人が巻き込まれ、２人が死亡、３人が重傷を負うなどしたものでした。 

国際ロータリー 2023-2024 年度 
前橋北ロータリークラブ会報 

◇会員数 78 名 ◇出席 80.00 ％   

２０２４年２月１９日（月）第１８２０回 

会長 廣木晴久  幹事 上村哲郎 

会場監督担当 三輪田聡 委員長 

◇国歌斉唱  君が代 

◇ロータリーソング 奉仕の理想 



現場の鉄骨の重量計算にミスがあり、梁を支える「支保工」いう土台の強度が不足していた可能

性があることが分かっているそうです。工事に当たり、元請けの担当社員が行った鉄骨の重さの計

算にミスがあり、支保工に想定以上の重さが加わったことで事故に至った可能性があるといいま

す。  

支保工には型枠支保工という、打設しようとするコンクリートの受ける支保工があり、型枠支保

工を組立てる場合は労働基準監督署に設置届を提出する必要性があり、設置届には支保工の強度計

算書も添付しなければならず、本社の技術部等や労働基準監督署も確認しますが、今回のような鉄

骨を受ける支保工には設置届を提出する必要がないので、多くの人の目によるチェック出来なかっ

たのだと思います。 

また、当初のニュース記事には、防犯カメラに、鉄骨梁の落下時にクレーンのアーム部分が急に

跳ね上がる様子が映っており、ワイヤーが突然切断したり、鉄骨から外れたりした可能性があると

ありました。現在の報道は未だ捜査段階のことなので、最終報告の発表が待たれるところでありま

す。 

建設現場での事故は、多くの要因が絡み合って発生するものであり、そのような事故を防止する

ためには、適切な対策と予防措置が必要です。まず、労働者の安全意識の向上や適切な安全トレー

ニングの実施が重要です。労働者が安全手順や規制を無視したり、危険な行動を取ったりすること

を防ぐためには、教育や指導が必要です。 

また、作業機械や工具の不良や不適切なメンテナンスによる事故を防止するためには、定期的な

点検や保守が欠かせません。さらに、設計や施工段階でのミスを防ぐためには、適切な技術者や専

門家の関与が必要です。天候や環境的要因による事故を防止するためには、現場の状況を常に監視

し、適切な対策を講じることが重要です。管理者や監督者は、労働者の安全を確保するために適切

な監視と指導を行う必要があります。さらに、労働者の過重な負担や疲労を防ぐためには、適切な

休息や休憩が重要です。 

そして、事故の原因を徹底的に分析し、それに基づいて適切な対策を講じ、同様の事故を防止す

るための取り組みが重要であると考えます。私たち建設業に携わる者は、事故の無い安全で魅力あ

る業界にするために今後も努力を続けていかなければならないと改めて強く感じたニュースでし

た。 

  

 

 

 

 

        川口実行委員長           富岡がバナー補佐 

 

 

 

 

 

        保坂かバナー             懇親会にて 


